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総 会
五
月
二
十
九
日

（木
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢

に
て
、
第
十
三
回
通
常
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
会
員
企
業

百
七
十
五
社

（委
任
状
二
千
五
十
七
社
）
が
参

加
し
、
酒
井
義
久
金
沢
税
務
署
長
を
は
じ
め

多
数

の
ご
来
賓
を
迎
え

て
盛
大

に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

進
行
は
青
年
部
副
部
会
長

の
柏
野
真
吾
氏

の
司
会

に
よ
り
行
わ
れ
、
会
員
増
強
及
び
福

利
厚
生
制
度

の
普
及

に
好
成
績
を
収
め
た
団

体

・
支
部

・
功
労
者

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
ほ
か
、
令
和
六
年
度
中

に
開
催
さ
れ
た
定

例
研
修
会

へ
の
参
加
優
秀
者
と
し
て
十
四
社

に
精
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

続

い
て
、
鶴
山
庄
市
会
長
を
議
長
と
し
て

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
第

一
号
議
案

】
令
和
六
年
度
事
業
報
告
及

び
同
収
支
決
算
報
告

（案
）
承
認
の
件

―

監
査
報
告
―

【
第
二
号
議
案

】
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及

び
同
収
支
予
算
書
の
件

【
第
二
号
議
案

】
任
期
満
了
等
に
伴
う
役
員

改
選

（案
）
承
認
の
件

全

て
の
議
案
が
満
場

一
致

で
可
決
さ
れ
た

後
、
鶴
山
庄
市
会
長
か
ら
、
「令
和
六
年
能
登

半
島
地
震
」
か
ら
の
復
旧

・
復
興
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
引
き
続
き
会
員
増
強
及
び
福
利

厚
生
制
度

の
普
及
を
推
し
進
め
る
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
総
会
後

に
は
、
会
員
企
業
百
八
十
二

社
が
参
加
し
て
懇
親
会
が
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。

害議を前に快拶を行う鶴山会長。

第
十
三
回
通
常
総
会

開
催

―
会
員
増
強
、福
利
厚
生
制
度
普
及
を
推
進
―

【
特
別
功
労
者

】

副
会
長
　
高
田

理
　
事
　
道
日
辻松
本
小
出
岡

直
人
政
昭

・
高
桑

利
陽

・
森
本

要

・
荒
木

進

・
宮
川

能
久

幸

一昇立早

勝
典

会のポ動に尽力された皆さん
に感謝状が贈られた。

【
会
員
増
強
功
労
支
部

・
団
体

】

最
優
秀
賞

（年
間
二
十
社
以
上
）

青
年
部
会

優
秀
賞

（年
間
十
社
以
上
）

津
幡
支
部

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

金
沢
支
店

大
同
生
命
株
式
会
社

金
沢
支
社

敢
闘
賞

（年
間
五
社
以
上
）

米
丸
支
部

・
長
田
支
部

・
金
石

大
野
支
部

木
曳
野
支
部

・
内
灘
支
部

・
粟
崎
支
部

安
原
支
部

努
力
賞

（年
間
三
社
以
上
）

長
町
支
部

・
女
性
部
会

・
額
支
部

富
樫
支
部

【
会
員
増
強
功
労
者

（年
間
五
社
以
上
）
】

木
村
　
道
明

・
高
田
　
直
人

・
鶴
山
　
庄
市

山
浦
　
伯
之

・
吉
谷
　
哲
朗

以
上
、
敬
称
略

・
五
十
音
順

デ
ー
タ
経
営
と
Ｄ
Ｘ
で
老
舗
企
業

の
売
上
を
八

・
五
倍

・
利
益
を

八
十
倍
ま
で
増
加
さ
せ
た
お
話

講
師
／
有
限
会
社
ゑ
び
や
代
表
取
締
役
社
長

小
田
島

香
樹
氏

『ゑ
び
や
』
は
、
伊
勢
神
宮
の
参
道
で
小
田

島
氏
の
奥
様
の
実
家
が
約
百
六
十
年
間
営
ん
で

き
た
飲
食
店
で
す
。
商
売
を
や
め
て
店
舗
を
貸

し
出
そ
う
と
決
め
た
義
両
親
を
手
伝
う
た
め
伊

勢
市
に
移
住
し
た
の
で
す
が
、
撤
退
の
話
は
頓

挫
し
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
。
そ
の
後
十
二

年
間
で
、
デ
ー
バ
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て

再
生
を
果
た
し
事
業
を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。

【
副
会
長

】

小
杉
　
善
文

【
理
　
事

】

荒
谷
　
幸
祐

笠
松
　
秀
敏

川
嶋
　
一
広

作
本
　
章
和

谷
日
　
英
樹

船
崎
外
茂
子

諸
江
　
　
隆

【
監

事

】

朝
倉
　
建
郎

中
村
　
康
彦

・
多
田
　
隆
保

・
岩
本
　
道
成

・
柏
野
　
真
吾

・
北
川
　
真
次

・
高
桑
　
弘
道

・
直
江
潤

一
郎

・
松
尾
　
達
宏

上
村
　
和
弥

・
上
嶋
　
豊
志

細
川
エ
リ
子

以
上
、
敬
称
略

・
五
十
音
順

岡蚊
谷
北
本
高
野
藤
本
水
日

能
之
要
平
和
央
晶
弘
博
司
大
輔

。、,I● 古113
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新
任
役
員
の
皆
さ
ん

記
念
請
演
会

小
田
島
氏
が
入
社
し
た
頃
の
『ゑ
び
や
』
は
、

日
に
焼
け
た
食
品
サ
ン
プ
ル
が
並
ぶ
昭
和
の
に

お
い
漂
う
店
で
し
た
。
店
内
に
エ
ア
コ
ン
も
な

く
、
パ
ソ
コ
ン
す
ら
な
い
。
す
ぐ
東
京
へ
帰
ろ

う
と
思

っ
た
そ
う
で
す
が
、
「自
分
が
持

っ
て

い
る
リ
ソ
ー
ス
、
考
え
方
で
、
こ
の
会
社
が
ど

れ
だ
け
伸
び
る
か
検
証
で
き
る
の
で
は
？
」
と

再
建
を
決
め
た
と
言
い
ま
す
。

と
は
言
え
、
自
身
が
シ
フ
ト
管
理
や
釣
銭

，

給
与
の
準
備
、
銀
行
へ
の
振
り
込
み
な
ど
日
々

の
作
業
に
追
わ
れ
て
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
時
間
も
金
も
な
い
。
や
る
べ
き
は
、

売
上
げ
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
―
こ
れ
を
大
前

提
に
ま
ず
は
自
分
が
や
っ
て
い
る
間
接
業
務
を

徹
底
し
て
削
り
、
時
間
は
売
上
げ
の
た
め
の
行

動
、
ア
ク
シ
ョ
ン
に
使
う
。
「今
は
労
務
や
経

理
な
ど
は
す
べ
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
、
社

員
も
売
上
げ
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
以
外
に
時

間
を
使
わ
な
い
の
が
基
本
ル
ー
ル
に
な

っ
て
い

ま
す
」
と
小
田
島
氏
。
労
務
や
経
理
だ
け
で
な
く
、

発
注
や
在
庫
管
理
な
ど
は
様

々
な
デ
ジ
ボ
ル

ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
自
動
化
、
メ
ー
ル
の

返
信
や
資
料
作
成
な
ど
も
ほ
ぼ
生
成
Ａ
Ｉ
で
完

結
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
日
々
の
仕
事

の
７
割
以
上
は
削
減
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
効
率
化
に
は
限
界
が

あ
り
、
生
産
性
を
上
げ
る
う
え
で

一
番
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
の
は

「提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
よ

り
高

い
金
額

で
買

っ
て
も
ら
う

こ
と
」
だ
と

お

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
に
な

っ
て
く

る
の
が
デ
ー
が
分
析
で
す
。
小
田
島
氏
は
Ｐ
Ｏ

Ｓ
デ
ー
か
を
ど
う
紐
解
く
か
実
例
を
挙
げ
た
後
、

「シ

エ
ア
」
と

い
う
指
標

に
注
目
し
て
自
作
し

た
店
舗
デ
ー
か
の
解
析
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
シ
エ
ア
と
は
店
の
前
を
通

っ
た

人
の
数
を
入
店
客
数
で
割

っ
た
数
字
で
、
価
格

の
改
定
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
展
開
と
い
っ
た
施
策

に
敏
感
に
反
応
し
ま
す
。
シ
ェ
ア
が
下
が
れ
ば

す
ぐ
に
や
め
、
伸
び
た
も
の
に
は
投
資
を
し
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
な
ど
の
対
応
が

と
れ
、
見
極
め
に
く
か
っ
た
チ
ラ
シ
や
看
板
メ

ニ
ュ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
等
の
効
果
を
測
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
年
齢
層
の
高
い
方
の
バ
ス

ツ
ア
ー
が
消
え
て
個
人
旅
行
に
な

っ
て
き
た
時
、

客
層

の
変
化

に
い
ち
早
く
気
づ

い
た

『ゑ
び

や
』
で
は
、
シ

ェ
ア
を
見
な
が
ら
店
頭

の
見
せ

方
や
メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
る
な
ど
の
手
を
打

っ
て
、

通
行
者
数
が
減
る
中
で
も
売
上
げ
を
伸
ば
し
ま

し
た
。
市
場
環
境
が
常
に
変
化
す
る
中
で
、
デ
ー

少
を
追

い
か
け
て
い
く
と
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が

確
実
に
見
え
て
く
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「終
わ

っ
た
」
と
思
わ
れ
た
地
方
の
飲
食
店

を
蘇
ら
せ
る
武
器
と
な

っ
た
様
々
な
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
や
デ
ー
タ
の
見
方
を
惜
し
げ
も
な
く
紹

介
し
て
く
れ
た
小
田
島
氏
。
「変
革
と
挑
戦
を

続
け
て
、
地
方
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
追

求
し
て
い
き
た
い
。
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
企
業

九
月
十
九
日
（金
）
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢

に
お
い
て
第
二
十

一
回
北
陸
税
務
連
絡
協

議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
北
陸
法
人

会
連
合
会
か
ら
鶴
山
庄
市
会
長
と
村
井
啓

祐
専
務
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
で
は
、
〈「
和
七
年
度
の
事
業

計
画
と
し
て
「税
務
当
局
と
各
構
成
団
体

相
互
の
連
携
協
調
関
係
を
図
る
た
め
積
極

的
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
」
や
ご
Ｉ
Ｔ
ａ

ｘ
の
一
層
の
普
及
及
び
添
付
書
類
も
含
め
た

電
子
化
の
推
進
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
こ

と
」
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
金
沢
国
税

局
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会
で
は
、
松
代
孝

廣
国
税
局
長
か
ら
、
北
睦
税
務
連
絡
協
議

会
の
構
成
団
体
が
行
っ
た
各
種
広
報
活
動

や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
定
着
に
向

け
て
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
感
謝
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
鶴
山
会
長
は
、
各
構
成
団

体
相
互
の
連
携
協
調
関
係
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
税
に
関
す
る
周
知
。広
報
に
積
極

的
に
取
組
み
、
税
務
当
局
と
の
協
調
関
係
を

訛
陸
税
務
連
絡
協
議
会
の
定
期
総
会
及
び

金
沢
国
税
局
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会

開
催

を
成
長
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
講
演
を
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
議
案
書
（情
報
公
開
）
の
関
覧
は

金
沢
法
人
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
ま
で

ゴ
〔
”
巧
∽
中
、
、
声
騨
コ
Ｗ
Ｎ
”
〓

碑
―
す
Ｏ
Ｅ
』．
“
コ
声
側
Ｐ
Ｏ
「
」
．
コ
ヽ

よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
望
月
千
春
総
務
部
長
、
霜
崎
良
人

課
税
部
長
、
出
戸
克
昌
徴
収
部
長
か
ら
広

報
施
策
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
定
着
、

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
な
ど
に
つ
い
て
説
明
と
協

力
依
頼
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

スマホでQRコ ードを読み込み、経営上の悩みをアンケートすることから講演がスタート。

税務当局との協調関係を深めていきたいと鶴山会長。
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腕 湖
北田 実都雄 (きただ みつお)署長の略歴

相 談
一一最近相談の多い

事例よリーーー

令和フ年度税制改正による基礎控除の

見直し等の改正の概要について

令和7年度の税制改正により、給与等の源泉徴収

及び年末調整について大きな改正が行われたと聞

きましたが、その概要について教えてください。

囚魯解唇男:料塚鑑酬柵亀潔
す。なお、改正の施行は令和7年 12月 1日 です。

(1)次の表のとおり、合計所得金額に応じて基礎控除額

が改正されました。

〔基礎控除額 (改正された範囲)】

(2)給与所得控除について、55万円の最低保証額が65

万円に引上げられました。

この改正に伴い、令和7年分以後の「年末調整のため

の給与所得控除後の給与等の金額の表」が改正されま

した。

(3)居住者が特定親族を有する場合には、その居住者

の総所得金額等から、その特定親族 1人につき、そ

の特定親族の合計所得金額に応じて最大63万 円を

控除する特定親族特別控除が創設されました。

(4)扶養控除等の対象となる扶養親族等の所得要件が

10万 円引上げられ、58万円になりました。

この改正により、令和7年分以降の給与の源泉徴収事

務は以下のとおりとなります。

・令和7年 11月 までの給与に係る源泉徴収義務は従来

のとおりです。

・令和7年 12月 1日以降に支払う給与から、上記改正が

適用され、令和7年 12月 に行う年末調整の際には、改

正後の基礎控除などに基づいて1年間の税額を計算

し、改正前の源泉徴収税額表によって計算した源泉徴

収税額との精算を行います。

・令和8年 1月 1日 から源泉徴収税額表が改正されます。

令和7年度税制改正において創設された「特定親

族特別控除」について教えてください。

昭和59年4月

平成25年 7月
26年 7月
27年 7月
28年 7月
29年 7月

令和元年7月

2年 7月
3年 7月
4年 7月
5年 7月
6年 7月
7年 7月

金沢国税局総務部総務課 (採用 )

松任税務署総務課長

福井税務署総務課長

金沢税務署特別国税調査官 (個人調査 (開発調査)担当)

高岡税務署副署長

金沢国税局調査査察部特別国税査察官
金沢国税局課税部国税訟務官

金沢国税局総務部人事第二課長

金沢国税局調査査察部査察第一部門統括国税査察官
長浜税務署長

金沢国税局総務部会計課長

国税庁長官官房総務課監督評価官室金沢派遣監督評価官室長
金沢税務署長 (現職)

e

囚

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
金
沢
税
務
署

長
を
拝
命
し
ま
し
た
北
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会
の
鶴
山
会
長

を
は
じ
め
と
し
て
、
ハム
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
会
活
動
を
通
じ
、
税
務

行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
深
い
御

理
解
と
多
大
な
御
支
援
を
賜
り
、
本
誌
を
お

借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
金
沢
税
務
署
と
金
沢
法
人
会
が

築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
信
頼
関
係
を
礎
と
し
、

皆
様
方
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
職

務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

金
沢
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
「税
」
に
関
す

る
活
動
の
ほ
か
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
公
益

性
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
各
事
業
に
活
発
に

取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
租
税
の

意
義
や
役
割
を
正
し
く
学
ん
で
も
ら
う
た
め

の
「租
税
教
室
」
へ
の
講
師
派
遣
の
ほ
か
、
「学

重
教
育
用
図
書
」
購
入
費
用
の
寄
贈
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
社
会
貢
献
活
動
に
は
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
和
七
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り

「所
得
税
の
基
礎
控
除
及
び
給
与
所
得
控
除

特定親族とは、居住者と生計を―にする年齢19

歳以上23歳未満の親族で、合計所得金額が58

万円超 123万 円以下の人をいいます。収入が給与だけ

の場合は、123万円超 188万円以下となります。

居住者が特定親族を有する場合には、特定親族の合

計所得金額に応じ、63万 円から3万円までの金額を控

除することができます。

なお、居住者と生計を―にする年齢 19歳以上23歳未

満の親族で、合計所得金額が58万円以下の場合には、

特定親族扶養控除として、居住者の所得金額から63万

円を控除します。

>令和7年度基礎控除見直し等の
改正特設サイト

改正制度の概要、年末調整について解説した

動画 (国税庁動画チャンネル)、 パンフレット、

様式など、国税庁が提供している情報を入手・

閲覧できます。

基礎控除見直し
特設サイト

ム
∵と
、卜
）

訂

　
＝↓

い螺

新規開拓も人脈づくりも

すべて無料 !

詳しくはこちら ＼

a

●

合計所得金額
(収入が給与だけの場合の収入金額)

基礎控除額

改正前令和 71

8年分
令和9年

分以降

132万 円以下
(2,003,999円 以下)

95万 1上 l

48万 円

132万 円超 336万 円以下
(2,003,999円 超 4,751,999円 以下)

88万 円

58万 円

336万 円超 489万 円以下
(4J751,999円 l超 6,655,556円以下)

68万 円

489万 円超 655万 円以下
(6,655,556円 超 8,500,000円以下)

63万 円

655万 円超 2,350万 円以下
(8)500,000円 超 25,450,000円 以下)

58万 円
筆頭特別国税調査官 (法人担当)

特別国税調査官 (法 人担当 )

特別 国税調査官 (法 人担当 )

特別国税調査官 (法 人担当 )

特別 国税調査官 (法 人担当 )

特別 国税調査官 (源 泉担 当 )

署

筆

副

副

長

長

長

長

頭 署冨J

署

署

北田実都雄⑤
松浦 大介⑤
清水 秀徳
松村 和泉⑤
山崎 智彦
松永 清史
菅谷 彰洋③
上田 正勝⑤
杉森 幸恵
中田 一美⑤

法人課税第1部門統括国税調査官

法人課税第2部門続括国税調査官

法人課税第3部門続括国税調査官

法人課税第4部門続括国税調査官

法人課税第5部門続括国税調査官

法人課税第6部門続括国税調査官

法人課税第7部門続括国税調査官

情報技術専 門官 (法 人担 当 )

国際税務専門官 (法 人担 当 )

特 別 調 査 情 報 官

審 理 専 門 官 (法 人 担 当 )

薯 理 専 門 官 (源 泉 担 当 )

島田

秋棄

山本

高

大形

及川

青山

大野

谷日

俊博⑤

慎一③

敬子⑤

雅博③

千草⑤

貴行

友和

敏治

美 穂 ⑤

島

井

田

木

玉

上

⑤介

明

志

洋

正

隆

金沢税務署法人関係職員
(令和7年 7月 10日現在 )

法人会の「ビジネス。マツチング」

＼チヤツトでつながる/＼イベントで出会える/

新サービスかスタート:

(アメリカン・エキスプレス提供)
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鞘

金
沢
税
務
署
長
着
任
の
ご
挨
拶

事
業
者
の
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
し

社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て
努
め
ま
す

金沢税務署長

北岡実都雄

の
見
直
し
」
並
び
に
「特
定
親
族
特
別
控
除
の

創
設
」
が
行
わ
れ
、
本
Ｔ
和
七
年
十
二
月
に
行
う

年
末
調
整
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
当
局
と
し
ま
し
て
は
、
源
泉
徴
収
義
務

者
の
方
が
適
切
に
ご
対
応
頂
け
る
よ
う
周
知

・

広
報
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
Ａ
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
局
に
お
き
ま
し
て
は

「税
務
行
政

の
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

ー
税
務
行
政
の
将
来
像

二
〇
二
三
十
」
を
公

表
し
、
「納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」
、
「課
税

・

徴
収
事
務
２
局
度
化
等
」
及
び
「事
業
者
の
デ

ジ
か
ル
化
促
進
」
と
で
２

一５

の
柱
を
掲
げ
、

税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
の

方

々
が
行
う
日
々
の
業
務
の
デ
ジ
ボ
ル
化
に

向
け
た
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
「事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
政
府
全
体
と
し
て
取
り
組
む

重
要
な
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
事
業
者
の
方
々

の
ビ
ジ
ネ

ス
プ

ロ
セ
ス
全
体
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
と
で
つ
視
点
に
立
ち
、
税
務
手
続
の
デ
ジ

方
ル
化
と
併
せ
て
、
オ
ー
ル
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
Ｘ
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
、
デ
ジ
タ
ル
イ

ン
ボ
イ
ス
の
普
及
等
、
事
業
者
の
方
々
の
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
し
、
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
推

進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
ｏ

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人

金
沢
法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
本ム
員
企
業

の
御
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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法

人

税

財
政
健
全
化
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
税
制
改
正
を
！

―

令
和
八
年
度
税
制
改
正
要
望
姦
牲

―

経
済
環
境
が
金
利
の
あ
る
世
界
に
変
わ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
石
川
県
法
人
会
連
合
会

で
は
、財
政
健
全
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
Д
甲
和
八
年
度
税
制
改
正
要
望
（案
と

を
取
り
ま
と
め
、全
法
連
に
提
出
し
ま
し
た
。

（１
）
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

中
小
企
業
の
活
性
化
は
、
地
域
経
済
の
発
展

や
歳
入
確
保
の
観
点
か
ら
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
と
し

て
、①
中
小
企
業
の
法
人
税
の
軽
減
税
率
の
適

用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
　
②
中
小
企
業
の
法

人
税
の
軽
減
税
率
の
特
例
を
本
則
化
す
る
こ
と

③
社
会
保
険
料
の
負
担
増
加
に
対
す
る
税
額
控

除
を
創
設
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
慢
性
的
な
人
材
不
足
の

解
消
を
図
る
た
め
、
一屋
用
の
拡
大
及
び
賃
金
の

引
上
げ
を
後
押
し
す
る
税
制
の
拡
充
を
強
く
求

め
る
。

（２
）
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

市
場
性
が
な
い
中
小
企
業
の
未
上
場
株
式

は
、
後
継
者
に
承
継
さ
せ
る
際
に
株
式
を
ど
の

よ
う
に
評
価
す
る
か
に
よ
っ
て
税
負
担
が
大
き

く
変
わ
る
。
事
業
用
宅
地
等
に
適
用
さ
れ
る
小

規
模
宅
地
等
の
特
例
の
よ
う
に
、
承
継
す
る
株

式
を
評
価
減
で
き
る
制
度
な
ど
、
中
小
企
業
者

の
事
業
承
継
税
制
の
要
件
の
更
な
る
緩
和
が

必
要
で
あ
る
。

（１
）
給
付
付
き
税
額
控
除
制
度
の
導
入

社
会
保
障
財
源
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
簡
素

な
税
制
、
税
負
担
の
公
平
及
び
低
所
得
者
層
の

税
負
担
の
軽
減
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
消
費

税
の
減
税
や
軽
減
税
率
の
見
直
し
で
は
な
く
、

一
定
の
低
所
得
者
を
対
象
と
す
る
「給
付
付
さ

税
額
控
除
制
度
」
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、
逆
進
性
の
観

点
か
ら
低
所
得
者
層
の
税
負
担
を
軽
減
す
る

効
果
が
少
な
く
、
軽
減
税
率
の
対
象
範
囲
を
合

理
的
か
つ
公
平
に
区
分
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

り
明
確
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
や
、
事
業
者
の

事
務
負
担
や
経
済
的
負
担
が
増
大
し
、
税
務
行

政
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る

な
ど
問
題
点
が
多
い
。

（２
）
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
弾
力
的
措
置
の
拡
充

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
に
つ
い
て
、免
税
事
業
者
に
対
す
る
弾
力
的

な
措
置
を
、
よ
り
一
層
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め

夕０
。

各
種
控
除
の
見
直
し

所
得
税
の
人
的
控
除
は
、
税
額
控
除
に
よ
る

こ
と
と
し
、
本回
理
化
・適
正
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
、
社
会
保
険
制
度
で
手
当
て
す
べ
き

医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
、①
高
額
療
養
に
は

補
て
ん
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
保
険

会
社
と
の
契
約
者
に
は
給
付
金
等
が
支
払
わ

れ
て
い
る
こ
と

③
ジ
子
不
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
見
直
す
べ
き
で

あ
る
。

贈
与
税
の
基
礎
控
除
の
引
上
げ
等

高
齢
者
か
ら
の
生
前
贈
与
を
促
し
、
経
済
の

活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
贈
与
税
の
基
礎
控
除

（百
十
万
円
）
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

ま
た
、
経
済
の
活
性
化
に
加
え
、
老
朽
化
し
た

空
き
家
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
相
続
税
。贈
与
税

に
お
い
て
、
敷
地
の
評
価
額
か
ら
老
朽
化
し
た
家

屋
の
取
り
壊
し
費
用
を
控
除
す
る
制
度
の
創
設

を
求
め
る
。

固
定
資
産
税
評
価
額
等
の
見
直
し

固
定
資
産
税
の
土
地
の
評
価
額
に
つ
い
て
は
、

実
勢
価
格
と
乖
離
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ま

た
、
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て
は
、
減
価
償
却
後

の
残
存
価
格
と
比
較
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

固
定
資
産
税
評
価
額
を
算
定
す
る
際
に
は
、

①
経
済
実
態
に
即
し
た
も
の
に
す
る
こ
と

②

評
価
基
準
及
び
算
定
基
準
を
明
確
に
し
て
、

「公
平
」
か
つ
「中
立
」
で
国
民
に
わ
か
り
や
す
い

「簡
素
」
な
制
度
に
見
直
す
こ
と
を
求
め
る
。

大
規
模
災
害
に
よ
る
被
災
地
や
被
災
者
に

実
効
性
の
あ
る
税
制
措
置
を
強
く
求
め
る
。

公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会
青
年
部
会
は
、

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

（金
）
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
お
い
て
第
四
十

回
通
常
総
会
、
な
ら
び
に
創
立
四
十
周
年
記
念

式
典
・祝
賀
会
を
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
通
常
総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
た
に
吉
谷
哲
朗
氏
が
部
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
令
和
六
年
度
の
事
業
報
告
お

会
を
開
催

式
典
を
挙
行

更
な
る
発
展
を
誓
う
―

よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
新
体
制
の
も
と
力

強
い
一
歩
を
踏
み
出
す
場
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
挙
行
さ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、
金

沢
市
長
を
は
じ
め
金
沢
税
務
署
長
、
公
益
財
団

法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
青
年
部
会
連
絡
協

議
会
会
長
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
に
加
え
、
歴
代

部
会
長
や
歴
代
理
事
に
も
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
。
Ａ」
来
賓
か
ら
は
温
か
い
祝
辞
と
今
後
へ

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
三日
年
部
会
四
十
年
の
歩

み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
木
来
へ
の
更
な
る
発
展

を
誓
う
意
義
深
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
祝
賀
会
で
は
、
世
代
を
超
え
た
交

流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
参
加
者
同
士
の
親
睦
も

深
ま
る
有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

創
立
四
十
周
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
、

青
年
部
会
は
伝
統
と
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

地
域
経
済
と
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、
こ
れ

か
ら
も
精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

奥
村
　
昌
弘

　

黒
田
　
朋
宏

更なる発展を脅う意義深い式典となつた。

宮 水 野 冨 繁
野 野 村 永 浪

義 有 清
隆 貴 公

社
会
課
題
解
決
と
企
業
成
長
の

両
立
を
と
も
に
目
指
そ
う

こ
の
た
び
青
年
部
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
技
術
革
新
が
進
む

一
方
で
、
人
の
幸
福
や
つ

な
が
り
が
揺
ら
ぐ
現
代
に
お
い
て
、私
た
ち
に
求

め
ら
れ
る
の
は
対
話
し
協
働
す
る
力
で
す
。法
人

会
は
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
経
済
を
支
え
て
き
た

歴
史
あ
る
団
体
で
あ
り
、
本フ
ま
た
地
方
経
済
の

危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
青
年
部
会
は
①
健

康
経
営
の
推
進
②
租
税
教
育
の
高
度
化

③
同

志
の
拡
大
を
三
本
柱

に
、
社
会
課
題
解
決
と
企
業

成
長
を
両
立
す
る
モ
デ
ル
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ロ
ヨ
ｏ
円
ド
（影
響
力
▼
Ｊ
ｐ
ｏ
＜
ω
ド】ｏ
ｐ
（革
新
▼

【ユ
ｑ
嗅
当
ｑ
路
＝ｏ
ｐ
墜
（継
承
と
未
来
創
造
ご
を

合
言
葉
に
、
地
域
と
企
業
と
人
の
価
値
を
高
め
、

四
十
年
の
歩
み
を
礎
に
、次
の
四
十
年
を
皆
さ
ん

と
共
に
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

青
年
部
会
は
、
本Ｔ
和
七
年
七
月
二
十
日

（水
）
、
新
た
な
出
会
い
や
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
交
流
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
本パ
場
は
「と
お
り
ゃ
ん
せ
金
沢
」
を
貸
切

り
、
夏
の
風
情
を
感
じ
ら
れ
る
屋
外
で
の
開
催 え

て

交
流
会
を
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
五
十
四
名
に
加

え
て
入
会
候
補
者
二
十
八
名
を
迎
え
、
総
勢
八

十
名
を
超
え
る
経
営
者
や
経
営
幹
部
が
集
い

ま
し
た
。

開
放
的
な
雰
囲
気
の
中
、
世
代
や
業
種
を
超

え
た
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
も

「い
つ
も
と
違
う
環
境
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
Ｌ
経
営
の
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
出

会
い
が
あ
っ
た
」
と
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
入

会
候
補
者
か
ら
も
「温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
フ」

の
輸
に
加
わ
り
た
い
と
強
く
感
じ
た
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
部
会
活
動
の
魅
力
を
実

感
し
て
頂
く
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
会
で
は
、
本フ
後
も
横
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
互
い
を
高
め
合
う
交
流
の
場
を
定

期
的
に
設
け
て
ま
い
り
ま
す
。

【
常

任

顧

間
】

【
部

会

長

】

【
副

部

会

長

】

徳
本
　
真

一

【
理
　
　
事

】

石
動
　
嘉
信

金
布
　
大
誠

木
元
　
　
拓

小
杉
　
淳
文

塩
谷
ち
さ
と

高
見
仲
太
郎

西
村
　
洋
志

水
谷
　
圭
太

宮
野
聡

一
郎

米
田
　
早
織

【
監
　
　
事

】 インターネツ で
セミナー受講

一流の講師陣によるセミナーが500
タイトル以上 1会員の方は、映像と音

声による本格的セミナーを無料で受

語いただけ

ます。
′
`1覇

檻∧白 中“'中"●
●,は一^フト■,,

若
松
　
孝
夫

吉
谷
　
哲
朗

磯
野
　
秀
和

中
田
　
大
介

朝
山
　
結
加

稲
田
　
耕

一

川
端
裕

一
郎

小
池
田

一
孟

小
間
井
大
祐
大
健 基

柏
野
　
真
吾

新
井
　
椋
太

上
田
　
学
武

喜
多
　
辰
徳

鴻
野
　
健
太

塩
川
　
晃
広

神
納
　
侑
典

西
田
　
洋
平

福
原
　
仁
士

道
越
　
康
裕

百
川
憲
太
郎解放感も手伝つて参加者同士の会話が3単む。

和やかな雰囲気の

親睦も深まつた。
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消

費

税

所

得

税

相
続
税

・
贈
与
税

セミナーオンデマンドサービスが
―層充実! 武員

令
和
七
年

・
八
年
度
役
員

地

方

税

震
災
復
興

等

|

` |

1噺 2201

12907
このD/パスワードで

②

バスワードを入力し
てください

0

クリツク

「インターネットセ
ミナー」トツプベージ
からログインページに

入つて会員専用のIDと

金沢法人会
トップヘージの
「インターネット
セミナー」を

金沢芸女支による舞



令
和
七
年
五
月
二
十
二
日

（
木

）、
ホ
テ
ル

日
航
金
沢
に
て
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
、

第
三
十
回
通
常
総
会
及
び
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
開
会
前
に
女
性
部
会
の
メ
モ

リ
ア
ル
ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し
た
と
こ
ろ
、
懐

か
し
い
情
景
に
来
場
者
の
方
々
が
様
々
な
思

い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
見
入

っ
て
い
ま
し

た
。司
会

に
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
戸
丸
彰

子
氏
を
む
か
え
、
来
賓
紹
介
、
細
川

エ
リ
子

部
会
長

の
挨
拶

に
続
き
、
女
性
部
会

の
発
展

に
多
大
な

ご
尽
力
を
頂

い
た
二
十

一
名

に
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
事
業

と
し
て
能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害

の
復

旧

・
復
興
支
援

の
た
め
、
部
会
員

の
皆
様

の

善
意

に
よ
り
集
め
さ
せ
て
頂

い
た
災
害
見
舞

金
を
、
七
尾
法
人
会
と
輪
島
法
人
会

の
女
性

部
会
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手

の

石
川
公
美
氏

の
歌
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト

の

ジ
ド

レ
氏
、
ピ
ア

ニ
ス
ト

の
山
田
ゆ
か
り
氏

に
生
演
奏
し
て
頂
き
、
美
し

い
歌
声
と
楽
器

記念講演会講師は女性の生き

方に鋭い提言を続けてきた

坂東員理子氏。

創
立
三
十
日
年
記
念
式
典
及
び
記
念
語
演
会
等

―

坂
東
員
理
子
氏
が
ズ
マ
こ
そ
求
め
ら
れ
る
女
性
の
品
格
」
を
講
演

続
く
総
会
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
令
和
七
年

・
八
年
度
の
新
役

員
が
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告
及
び
同
収
支

決
算
報
告
と
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び
同

収
支
予
算
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
で
は
、
昭
和
女
子
大
学
総
長

の
坂
東
員
理
子
氏
に
戻
７
」
そ
求
め
ら
れ
る
女

性
の
品
格
』
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
女
性
を
取
り

巻
く
環
境
や
役
割
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
能
力
や
心
構
え
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
頂
き
、
来
場
者
は
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

細川部会長が挨拶を行つた。

の
素
敵
な
音
色
に
酔

い
し
れ
ま
し
た
。

女
性
部
会
は
、
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
て

種

々
の
事
業
活
動

に
努
め
て
ま

い
り
ま
す

の

で
、
よ

ま
す
。
り

一
層

の

協
力
を

（株
）
Ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｚ
ａ
ｗ
ａ
Ｄ
ｉ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｄ

ｈ
ａ
９
ｌ
ｗ
ａ
（合
）

（株
）ゴ
ー
ル
ド
ジ
ヤ
パ
ン

（株
）
Ｋ
Ｓ
Ｋ

（有
）
酒
の
た
け
ば
や
し

（株
）
デ
ー
プ
ラ
ス

エ
ル
ア
ン
ド
エ
ー
（株
）

（株
）
カ
ネ
ヒ
サ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（有
）
丸
貴
重
機

（株
）
Ｓ

Ｒ
．
ｓ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｍ

環
境
開
発
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
（株
）

（株
）
末
広
堂

（株
）
喜
多
商
会

（株
）
Ｓ
ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

（株
）
ジ
ヤ
パ
ン
ヘ
ル
ス
ラ
ボ

【個
人
会
員
】

ｅ

ｎ

ｆ

ｏ

ｒ

ｔ

会場に響きわたる美しい歌芦と楽器の

音色に魅了された。

30周年記念事業として七尾、輪島法人会の女性部会長に

災害見舞金をお渡しした。

女性部会の発展にご尽力頂いた方 へ々感謝状を贈呈。

【法
人
会
員
】

石
川
線
建
（株
）

サ
ワ
ダ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
（株
）

（株
）
タ
ツ
プ
ス

リ
ラ
ク
シ
ン
グ
デ
コ
ア
（株
）

大
和
自
動
車
交
通
（株
）

（株
）
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

（株
）
八
七
産
業

（株
）
ひ
ら
み
ば
ん

（
株

）
Ｇ

Ｌ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｔ

（株
）
Ｒ
Ｅ

（株
）
エ
ム

ビ
デ
オ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

寺
田
澤
田
明
翫
福
山
市
村
高
橋
金
丸
平
見
道
下
長
屋
宮
野

茂
行岡

土土
牲仰

明
穂
祐
二

博
之
吉
人
高
広
大
樹
恭
史晃

【
顧

　

　

問

】

【
部

会

長

】

【
副

部

会

長

】

船
崎
外
茂
子

【
理
　
　
事

】

尾
山
外
志
子

篠
原
ひ
ろ
み

橘
　
外
志
美

通
善
　
な

つ

西
蔵
　
利
枝

前
田
久
美
子

南
　
　
紀
子

本
来
に
つ
な

第
二
十
回
金
沢
法
人
会

波即
△バ

総
会
に
お
い
て
部
会
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
女
性
部
会
に
入
会
し
て
日
が
浅
く
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
全
力
を
尽
く

し
て
そ
の
任
に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
部
会
員
全
員
が
参
加
し
た
く

な
る
女
性
部
会
を
目
指
し
て
、
未
来
に
つ
な

が
る
研
修
会

・教
養
講
座

・社
会
貢
献
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
女
性
部
会
の
輪
が

広
が
り
、も
っ
と
も
っ
と
新
入
会
員
が
増
え
る

よ
う
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
会
・青
年
部
会
髄
び
に
税
務
ご
当
局
の

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
り
一
層
賜
り
ま

す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◆
日
時
／
令
和
七
年
六
月
二
十
三
日
（月
）

◆
場
所
／
石
川

ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
・

85名の参カロが
あつた。

細
川

エ
リ
子

岡
田
　
真
澄

蔵
本
　
和
美

赤
丸
　
智
恵

木
下
員
知
子

高
田
　
英
美

田
中
陽
雫
美

土
肥
美
智
子

羽
岡
絵
美
子

三
崎
　
千
鶴

鶴
賀
　
雄
子

岩
田
　
一爪
子

坂
北
　
千
恵

武
部
　
淳
子

谷
口
　
敦
子

中
尾
　
裕
子

福
江
美
奈
子

南
　
　
逸
子

小
林
　
和
樹

荒
岡
　
明
子

金
　
　
汚
秀

水
口
　
優
紀

竹
林
健

一
郎

林
　
　
敬
翔

林
　
　
敬
翔

小
坂
　
太
郎

嶋
崎
　
敏
夫

鈴
木
　
】月
俊

高
山
　
盛
司

大
和
田
大
地

北
川
　
海
斗

下
谷
　
天
将

宮
野
健
二
郎

冨
水ヽ
　
　
健
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金沢税務署長に「税に関する絵はがき

広報して頂くよう協力をお願し

コンクTル」応募の協!力依頼

8周 6 (水)に

金沢税務 に応募用

tヽました。

税務署を訪れ、

「税に

金
沢
法
人
会
が
公
益
事
業

の
大
き
な
柱
と
し
て
い
る
租
税

教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎

年
、
小
学
校
で
租
税
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
四

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
二
十
八

校
で
授
業
を
行
い
、
児
童
千
七

百
七
十
二
名
に
税
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

な
お
、
租
税
教
室
の
詳
細
は

「令
和
七
年
度
の
社
会
貢
献
活

動
」
と
し
て
、
来
年
四
月
発
行
の

会
報
に
て
報
告
し
ま
す
。

青
年
部
会
日女
性
部
会
が

租
税
教
室
を
実
施
！

新
会
員
紹
介

（令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
二
月
二
十

一
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
者
名

六
月
定
例
研
修
会

金沢法人会

女性部会 部会長

岡田 真澄

省
争

“
』

就

任

た



日々 、お客様の喜ぶ顔が見たくて

(株 )くりの樹
金沢市ノlヽ立里予3-24-27
TEL 090-4686-2233

代表取糸帝役社長小鍛治 栄

L′
´

OPrOfile
出身地● 金沢市

業務内容0カフェ営業、ギフト販促品販売

座右の銘0継続は力なり

趣Lホ○旅行代理店のようなプラン作り

冬
の
始
よ
り
を
告
げ
る
雪
吊
り
作
業

常

斡

が
有
名
で
す
。
兼
六
園
で
は
毎
年
、
ウ」
の
名
木

か
ら
雪
吊
り
作
業
を
始
め
る
と
決
ま
っ
て
お

り
、警
ｎ
本
農
芯
柱
を
立
て
約
六
百
本
の
縄
で

枝
を
吊
る
の
だ
と
か
。
高
い
も
の
で
十
四
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
芯
柱
の
上
に
庭
師
が
立
ち
、
枝

を
Ｓ
電
た
め
の
縄
を
放
射
状
に
投
げ
て
い
く

様
子
は
ま
さ
に
圧
巻
。
庭
師
の
技
が
創
り
出

”
翔
抑
鋒
揃
妍
犠
柘
峰
発
蝙
巧
踊
権
鞠
判
徽

こ
と
。
雪
が
積
も
っ
て
こ
そ
機
能
美
考
発
揮
す

る
と
は
で
つ
も
の
の
、
降
り
過
ぎ
は
困
る
と
い

「雪
の
金
沢
」
。
何
と
も
情
緒
的
な
響
き
で

す
が
、
北
睦
の
雪
は
湿
気
を
含
ん
で
重
く
、
横

雪
へ
の
備
之
は
師
走
の
声
を
聴
く
前
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
上
塀
に
菰
を
掛
け
、
石
の
灯
篭
を

覆
う
と
い
っ
た
冬
支
度
の
中
で
も
、
殊
に
有
名

な
の
が
雪
吊
り
で
す
。
雪
の
重
み
で
庭
木
が
折

れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
芯
桂

か
ら
垂
ら
し
た

縄
で
枝
を
吊
る
す
作
熱
は
駅
前
や
公
園
、
各

家
の
庭
な
ど
至
る
所
で
見
ら
れ
、
冬
の
到
来
十

を
告
げ
る
風
物
詩
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ｏ　
ぉ

雪
Ｆ
り
と
一尋
え
ば
、
兼
六
園
の
「唐
崎
松
」

ライトアツプされた
唐崎松は、琳派の障壁画のよ

伊
に豪書で息を香む美しさだ。

にも雪の措たはここ

娘
夫
婦
の
手
伝
い
ゆ
つ
も
り
で

二
〇
二
三
年
十

一
月
に
前
の
会
社
を
退
職

し
、
娘
夫
婦
が
四
年
前
か
ら
営
業
を
始
め
た

町
家
カ
フ
ェ
く
り
の
樹
で
手
伝
い
を
す
る
た

め
、
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
娘
が
個
人
事

業
主
と
し
て
切
り
盛
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
年
の
七
月
に
全
国
ネ
ッ
ト
の
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
「早
く

手
伝
っ
て
！
」
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
あ
り
ま
し
た
。
メ

デ
イ
ア
の
力
は
大
き
い
で
す
ね
。
し
か
し
そ
れ

も
十

一
月
に
は
収
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
Ｉ
そ
の

た
め
、
ち
ょ
う
ど
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
十
月

か
ら
始
ま

っ
た
の
も
あ
り
、
法
人
化
し
会
社

関
係
の
方
も
利
用
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
ボ
イ

ス
も
取
得
し
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
の
場
所
は
、
元
々
私
の
祖
父
母
が

暮
ら
し
て
い
た
町
家
で
、
祖
父
が
丹
精
を
込

め
た
お
庭
と
群
青
の
お
座
敷

が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
い
る
た
め
、
地

元

の
お
客
様
は
、
「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
う
ち
へ
行

っ
た
み
た
い
で
懐
か
し
い
！
」
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
土
鍋
で
炊
い
た

「お
ひ
つ

ご
は
ん
」
の
ラ
ン
チ
で
、
小
鉢
が
た
く
さ
ん
つ

い
て
お
り
、
ホ
テ
ル
で
修
業
し
た
娘
婿
が
い

ろ
い
ろ
考
え
な
が
ら
作

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
堪
能
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

名
前
の
由
来
を
よ
く
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、

元
々
茶
の
間
だ

っ
た
場
所
に
カ
ウ
ン
バ
ー
を

設
け
た
時
、
選
ん
だ

一
枚
板
が
く
り
の
樹
だ

っ
た
の
で
、
そ
の
名
前
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
月

一
回
火
曜

日
に

「
己
書

（
お
の
れ

し
ょ
ご
の
講
座
を
、
講
師
を
招
い
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
見
て
頂
け
れ
ば
わ
か
る
と

Ｃ

思
い
ま
す
が
、
絵
手
紙
の
よ
う
に
絵
と
デ
ザ
イ

ン
文
字
で
作
成
い
た
し
ま
す
。
一
度
体
験
し
た

い
と
で
つ
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
。

ギ

フ
ト
な
ど
を
通
し
て
心
を
売
る

カ
フ
ェ
で
は
私
は
裏
方
で
お
り
ま
す
が
、
実

は
前
の
会
社
に
在
籍
中
に
い
ろ
い
ろ
な
会
に
出

た
時
に
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
方
々
が
、
私
に

ご
連
絡
を
く
だ
さ
り
、
ギ
フ
ト
や
販
促
品
な

ど
の
物
品
販
売
も
引
き
続
き
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
本
当
に
御
縁
と
で
つ
も
の
は
、
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
、
今
治
や
大
阪
な
ど
で
、
新
し
い
商
品

を
探
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け

す
べ
て
値
上
が
り
し
て
い
る
こ
の
ご
時
世
に
、

少
し
で
も
安
く
て
良
い
も
の
を
ご
提
供
し
よ
う

と
思
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
の
も
現
状
で
す
。

私
は
小
さ
い
時
か
ら
両
親
の
会
社
で
バ
オ
ル

の
加
工
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
一
生
懸
命
覚

え
て
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
か
、
今
で
も
タ
オ
ル
の
袋
詰
め
を
し
て
い

て
も
、
「こ
れ
を
も
ら
う
人
は
ど
ん
な
人
だ
ろ

２ヽ

と
か

「喜
ん
で
く
れ
る
か
な
あ
」
な
ど
と
最

後
に
も
ら
う
人
の
顔
を
思
い
な
が
ら
し
て
い
ま

す
。
私
か
ら
買
っ
て
く
れ
る
方
は
、
そ
れ
か
ら

ど
な
た
か
に
お
渡

し
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

大
変
喜
ん
で
も
ら
っ
た
、
な
ど
お
客
様
か
ら
聞

く
の
が
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

会
社
を
設
立
し
て
ま
だ
日
は
浅
い
で
す
が
、

皆
様
に
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。
今
ま
で
の
私
の
座
右
の
銘
は

「百
聞

一
見
に
し
か
ず
」
で
、
何
事
も
自
分
の
目

で
見
て
前
に
進
む
の
が
信
条
で
し
た
が
、
私
の

尊
敬
す
る
方
が

「事
業
を
始
め
る
の
は
簡
単
だ

け
ど
、
長
く
続
け
る
の
が
難
し
い
」
と
お
し
ゃ

っ
た
の
を
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
の
座
右
の
銘
は
、
「継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

い
ろ
い
ろ
挫
折
や
失
敗
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
末
永
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
日
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ね

ノ。

土塀が唐の水分で剥がれたり、庭石灯籠

が痛んだりするのを防ぐため、菰で覆つて冬

に備えました。武家屋敷が残る長町地区で′

土塀に菰掛けをする様子は、季節の話題と

して毎年ニュースでも取り上げられます。

今は寺 冬を乗り力る
‐Ⅲ

来らヽ の道具

泉鏡花の距筆に「最も愛すべきは雪の夜

の矩撻」とあるようJこ、厳しくとも冬には冬の

楽しみがありました。

暖房器具といえば手元を温める火鉢や矩

撻くらい。綿入れなどを着て、小さな姫撻を

家族で囲む団らんの風景

が 目に浮力】びます。

電風鍵えんぼは必須 諄絵を施した「桐蒸命h」

は来客用。(明治時代の陶器製)。

ф
ツルツルの路面も何のそ

の 1雪がいつぱいの町中

は子どもたちの格好の
遊び場でした。

形
で
す

ぅ
縫

難

製

誡

雛

弘

た
金
沢
も
、
近
年
は
暖
冬
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

グ
リ
ラ
豪
雪
と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ
ま
す
が
、

移
動
埓
段
が
車
に
な
り
融
雪
装
置
も
除
雪
車

も
完
備
さ
れ
て
い
る
現
代
か
ら
は
、
長
く
雪

に
閉
ざ
さ
れ
る
ひ
と
昔
前
の
冬
の
暮
ら
し
は

想
像
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
北
陸
特
有
の
鈍
色
の

空
は
昔
も
今
も
同
じ
。
降
り
続
い
て
い
た
雪

が
止
み
、
雪
吊
り
を
施
し
雪
化
粧
し
た
樹
木

が
自
く
輝
く

一
瞬
の
青
空
は
、
春
を
待
ち
焦

が
れ
る
人
々
へ
の
ご
褒
美
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

一オ
　
　
　
聴

町家カフェくりの樹

金沢市長町1-3-35 TEL 076-223-1226
そ

9
い
ど
り
祭
り

Ｂ

稲
の
は
ざ
干
し

う
ち
、
当
番
の

町
内
が
神
前
に
供
え
た
餅
に
様
々
な
難
く
せ
を
つ

け
る
（い
ど
る
）
珍
し
い
神
事
で
す
。
能
登
町
鵜
川

の
菅
原
神
社
で
五
百
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
石

川
県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

《
稲
の
は
ざ
千
し
》
刈
り
取
っ
た
稲
の
束
を
は

ざ
木
に
か
け
て
天
日
干
し
す
る
は
ざ
干
し
は
、
能

登
の
秋
を
象
徴
す
る
光
景
の
ひ
と
つ
で
す
。

竹下隠大は今でいうスケート軍化、
'坂道は竹スキーで遊んだ。

〔協力・写真提供】全沢くら(の祥物毎

全汰市机兆協会
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広岡浅子(18491919)
～大同生命の創業者の一人～

大同生命の礎を築いた
大坂の豪商“加島屋"

旧肥後橋本社ビル

(設計:W・ M・ ヴォーリズ)

夫同生命は1902(ロナl治 35)年に念ll業 しました。

中小企業経営者のもしものときの力になりたい。

ぞll業者の一人である広同1宍子が生命保険事業に話した

「社会の救済」と「人々の生滑の客定」という起いは、

いよも大同生命に受け継がれています。

その安心で、企業ととも|こ未来をつくる。

T8(D保険ク
.ループ

DttrDO大同生命保険本朱式会社
金沢支社/石川県金沢市南町4番 60号 (金沢大同生命ビル9F)

TEL Oフ6-231-1195

大同生命大阪本社ビル(大阪市西区江戸堀)
～加島屋が店を構えた地に建つ～

さあ、保険の新次元ヘ

甘一塩
ギ゙
　い

為

／

、
　

■
ｐ
　

　

．

「税
を
考
え
る
週
間
」
協
資

特
別
語
演
会

Ｇ

研
修
会

・語
演
会
の
ご
案
内

日
時
／
令
和
七
年
十

一
月
十
四
日

（金
）

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

本
館

大
ホ
ー
ル

◎
第

一
部
　
十
三
時
三
十
分
か
ら

講
師
／
金
沢
税
務
署
長
　
北
田

実
都
雄
氏

演
題
／
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
・将
来
像

◎
第

二
部
　
十
四
時
か
ら

講
師
／
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

（元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

藤
井

康
生
氏

演
題
／
大
相
撲

知
れ
ば
興
味
が
湧
い
て
く
る

一
九
七
九
年
、
日
本
放
送
協
会
（Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
入
局
、

二
〇
三
二
年
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
。

大
相
撲
中
継
で
は
、
正
面
解
説
の
北
の
富
士
さ
ん

と
向
正
面
解
説
の
舞
の
海
さ
ん
、
藤
井
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
二
人
は
「ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
リ
オ
」
と
言
わ
れ
た
。

大
相
撲
の
歴
史
と
伝
統
か
ら
、
あ
ま
り
表
に
出
な
い

話
、
か
な
り
の
相
撲
フ
ア
ン
で
も
知
ら
な
い
大
相
撲

の
し
き
た
り
や
石
川
県
出
身
力
士
の
話
の
ほ
か
、
三

十
八
年
間
の
大
相
撲
中
継
の
経
験
か
ら
の
裏
話
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
／
令
和
七
年
十

一
月
六
日

（木
）

【午
前
の
部
】

十
時
～
十
二
時

【午
後
の
部
】

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
二
十
分

※
年
前
の
部
，午
後
の
部
は
同
じ
内
容
で
す
。

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

講
師
／
金
沢
税
務
署
・金
沢
市
役
所
　
担
当
者

※
会
員
の
方
に
は
別
途
Ｆ
Ａ
Ｘ
・メ
ー
ル
で
ご
案
内

し
ま
す
。

講
演
会
当
日
は
、
女
性
部
会
が
社
会
貢
献
渚

動
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「タ
オ

ル
・
石
鹸
持
ち
寄
り
運
動
」
を
実
施
い
た
し
ヽ

ま
す
の
で
、
事
業
所
、
デ
」
家
庭
に
手
持
ち
さ

れ
て
い
る
タ
オ
ル
や
石
鹸
に
余
裕
が
ｐ
ざ

い
ま
し
た
ら
、
〈
ム
場
受
付
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年
分

年
末
調
整
説
明
会
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